
慶應義塾大学環境情報学部教授
渡　辺　賢　治

（聞き手　山内俊一）

　ゲップについてご教示ください。
　人前や寝床（就寝中）、特に空腹時はひどく、半

はん

夏
げ

瀉
しゃ

心
しん

湯
とう

を服用すると便秘
になります。
　よい処方、または日常生活での注意事項などご教示ください。

＜東京都開業医＞

ゲップの漢方治療

　山内　渡辺先生、まず、半夏瀉心湯
というのはゲップには比較的よく使わ
れる薬なのでしょうか。
　渡辺　半夏瀉心湯は、ゲップとか、
食べ過ぎのときの下痢とか、わりと胃
腸系にはよく使います。
　山内　漢方といいますと、いろいろ
な患者さんの気質といいますか、体質
的なもので、ある程度使い分けすると
思うのですが、すべてに半夏瀉心湯が
よいというわけでもないのでしょうね。
　渡辺　そうですね。病名から選ぶと
いうよりは、患者さんの体質を見て選
ぶ。体質というのは、証と言います。
半夏瀉心湯の場合は、どちらかという
と実証というのですが、体力がわりと
ある方で、胃腸が普段はわりと丈夫で、

食べ過ぎたときにお腹が張るとか、食
べ過ぎてゲップが出るとか、下痢をす
るとか、そういうときに主に使います。
　山内　どちらかというと食べ過ぎタ
イプですから、具体的にいえば、肥満
者が対象になることが多いと考えてよ
いのでしょうか。
　渡辺　肥満までいかなくても、わり
と胃腸が丈夫な方になります。この方
の場合、ゲップが起こるタイミングが、
人前、就寝中、空腹時ということで、
半夏瀉心湯の胃腸が丈夫で食べ過ぎて
起こるような症状とは、ちょっと違う
かと思います。
　山内　当然たくさん食べて元気とい
うことになると、年齢的にも若い方の
ほうが対象となると考えてよいのでし

ょうか。
　渡辺　そうですね。中年ぐらいまで
ですね。高齢者には使う機会は少ない
です。
　山内　質問の方の場合はどうでしょ
うか。少し虚弱体質、いわゆる虚証で
すか、そちらのタイプの方には、どう
いったものが使われるのでしょうか。
　渡辺　この方は空腹時のゲップがひ
どいということで、ちょっと胃酸が多
いのかなと。想像するに、ちょっとや
せている高齢の方かと思うので、半夏
瀉心湯ではなくて、茯

ぶく

苓
りょう

飲
いん

という薬が
あります。これはちょっと虚証という
か、少し体力の弱い方によく使うので
す。あとよく使うのは六

りっ

君
くん

子
し

湯
とう

です。
　山内　ゲップだけではなくて、胃も
たれとか食欲不振とか、吐き気の軽い
ものとか、そういったものが混然とし
た訴えで出てくることも多いですね。
これらに対して、微妙な使い分けをな
されると思うのですが、大まかにいっ
て、例えばこういったものがあったら
これ、というのはあるのでしょうか。
　渡辺　実際には漢方的な診察が必要
なのですが、例えば空腹時のゲップで、
胃酸が多い。ゲップをすると胃酸が逆
流するという方は安中散という薬を使
います。安中散というのは胃酸を抑え
る働きがあります。
　あとは、人前でということになると、
精神的なストレスとか、そういったも
ので出るのかなと思います。そうしま

すと、半夏厚
こう

朴
ぼく

湯、もしくは平
へい

胃
い

散と
いうものがあります。半夏厚朴湯に関
しては、先ほど虚証の方のゲップで使
う茯苓飲と合わせて、漢方の場合、２
つ合わせる場合には、「合」と言うの
ですが、茯苓飲合半夏厚朴湯がありま
す。こういったものを使い分ける感じ
になります。
　山内　先ほどのように、ゲップにさ
らに不定愁訴的な胃の症状が付け加わ
っているような場合、いろいろな症状
を訴えるケースではどこにポイントを
絞ったらいいのか。これも非常にわか
りにくいのですが、先生方はどういっ
たあたりに注目されますか。
　渡辺　やはり虚証か実証かというこ
とと、寒熱というのがあるのですが、
冷え性か暑がりか。同じ胃酸が多くて
も、暑がりの方には黄連解毒湯という
薬を出したり、冷え性がひどい方には
人参湯という薬を出したり、虚実、寒
熱が大きな物差しになります。その中
で使い分けをする感じでしょうか。
　山内　もう一つ、この症例で少し気
になるのは、半夏瀉心湯を服用すると
便秘になるということですが、いかが
なのでしょう。
　渡辺　半夏瀉心湯は確かに下痢を止
める作用があります。先ほど申し上げ
たように、わりと胃腸が丈夫な方で、
食べ過ぎて下痢をする場合には非常に
効きます。ただ、下痢を普段しない人
が便秘になるかというと、これはなか
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なか難しい問題です。便通に関しては
漢方薬の場合には植物由来の成分が多
くて、食物繊維が多いので、下痢にな
る人も多いし、人によってはこのよう
に便秘になる。個人個人、反応が違う
ので、ちょっと予想がつかないのです。
　山内　そういった場合の対応として
は、例えばこの方のように本来は半夏
瀉心湯が合っているというケースで、
本当に便秘がひどいということになる
と、何か別の疾患になるのでしょうか。
　渡辺　そういう症状が出ること自体
があまり半夏瀉心湯が合っていないの
だろうと判断をします。
　山内　そうすると、先ほどのような
ものに変えてみるのですね。
　渡辺　はい。
　山内　ちなみに、先生方ですと、漢
方同士の併用も、よく行われていらっ
しゃるのでしょうか。
　渡辺　そうですね。ただ、漢方同士
の併用の場合に気をつけなくてはいけ
ないのは、中身の生薬が大事で、例え
ば甘草というのは漢方薬の７割に入っ
ています。甘草が多すぎると、カリウ
ムが下がって、アルドステロン症にな
る可能性がありますので、中身の生薬
の割合に注意しながら併用することに
なります。
　山内　もう一つうかがいたいのは、
あまり使い慣れていない医師にとって、
漢方薬を導入する場合、どのぐらいの
期間使ったらいいのでしょうか。

　渡辺　疾患によるのですが、例えば
腰痛とか慢性の疼痛疾患などは時間が
かかります。ただ、胃腸系のものであ
ればだいたい１週間、せいぜい２週間
みれば効果を判定できます。ですから、
だいたい２週間みて効かない、もしく
は予期せぬことが起こるといった場合
には、漢方薬を変えることを考えたほ
うがいいと思います。
　山内　場合によっては、朝昼晩、１
日３回、食事前というかたちで、型が
決まってしまっていますが、それを例
えば２回にしてみたり、多少の増減幅
を持たせてもいいのでしょうね。
　渡辺　そうですね。３回のむ必要が
ない方もいますので、２回でも構わな
いし、場合によっては、食前はきつい
という方もいる。もしくは、食前に服
薬すると食欲が落ちる場合には食後で
も構わないとお話ししています。
　山内　最後に、質問で日常生活の注
意事項がありますが、これはどうなの
でしょう。
　渡辺　漢方の場合には、胃腸をいた
わることがとても大事になります。ま
ずはお腹を冷やさない。もう一つは、
脂ものや甘いものを取り過ぎて胃腸に
負担をかけないように注意します。
　山内　一般的なことではありますが、
そういった注意を必ずしたほうがいい
のですね。
　渡辺　そうですね。
　山内　ありがとうございました。

JR東京総合病院整形外科部長
三　浦　俊　樹

（聞き手　山内俊一）

　デュプイトレン拘縮の原因と治療法をご教示ください。
＜広島県開業医＞

デュプイトレン拘縮の原因と治療法

　山内　三浦先生、私ども、糖尿病を
専門にみている医師はデュプイトレン
拘縮というのは時々お目にかかるので
すが、我々だと、手のひらに固いしこ
りみたいなものが少しあるという感じ
で、「これ、そうじゃないの」という
話をするのですが、いかがでしょうか。
　三浦　糖尿病の患者さんの手という
のは、いろいろな障害が合併している
ことが多いのですが、デュプイトレン
病もその一つです。デュプイトレン病
とは、最初、手のひらにしこりができ
て、それは痛くもないのですが、それ
がだんだん指のほうに広がって伸びて
くるのです。そうすると、その組織が
突っ張ってしまい、指を伸ばそうと思
っても伸びない。そういう病気です。
　山内　基本的には進行していくとみ
てよいのでしょうか。
　三浦　長い年月の間では進行します

し、ある一定の時期に急に進むことも
あります。ただ、進行の度合いは、遺
伝性や、それから個人差もけっこうあ
って、日本の最近のデータを見ても、
日本人の40歳以上の７％にデュプイト
レン病があるというデータがあるので
すが、それはあくまでも手のひらのし
こりがある状態です。その中で指の拘
縮まで起こした人は、さらにその10分
の１ぐらいということで、海外のデー
タ、白人のデータなどに比べると、進
行に関しては日本人は少し遅いかもし
れないといわれています。
　山内　しこり程度だと、患者さんは
少し気になる程度で、特別具合が悪く
はないのですが、痛みは普通ないです
ね。
　三浦　デュプイトレン病は痛みのな
い病気といわれています。ただ、その
中で痛みを伴うことがたまにあります。
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